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丹沢湖で確認したシジュウカラガン（大型亜種）の繁殖について

加藤 ゆき

Yuki Kato:  The Breeding Record of a "Large-Sized Subspecies"
 of Canada Goose Branta canadensis at Lake Tanzawa

　シジュウカラガン Branta canadensis は，北アメリ
カ全域に広く生息する大型のカモ類である。大きさや羽

の模様，頸や嘴の形態によって 10亜種以上に分けられ
ている（黒田・森岡 , 1980）。
　日本には，アリューシャン列島で繁殖している亜種シ

ジュウカラガン B. c. leucopareia が数少ない冬鳥として
宮城県伊豆沼周辺へ渡来するほか，アラスカ半島で繁殖し

ている亜種ヒメシジュウカラガン B. c. minima がまれな
冬鳥として渡来する（桐原 , 2000; 日本鳥学会 , 2000）。
　このほかに，千葉県や山梨県，静岡県において，前述の

2亜種とは外部形態の異なる亜種が周年観察され，山梨県
では繁殖も確認されている。これらの個体はいずれも，体

の大きさが亜種シジュウカラガンよりもふたまわりほど

大きく，首と嘴が長いこと，首の付け根に白い輪がない

こと，胸が淡い灰色であることから，亜種カナダガン B. c. 
canadensis あるいは亜種オオカナダガン B. c. moffiti の

いずれかだと推測される（叶内 , 1998; 桐原 , 2000）。
　このような大型亜種の生息地域は北米大陸であり，野

生個体が日本へ渡来するとは考えがたく，飼育個体が何

らかの理由で逸出したとされている。そのため，環境省

は，「特定外来生物による生態系に係る被害防止に関す

る法律」において，在来亜種と交雑する可能性が危惧さ

れることから，「シジュウカラガン（大型亜種）」として

要注意外来生物に指定している。

神奈川県でのシジュウカラガンの記録と亜種について
　神奈川県では，1988年 3月に初めて相模川河口で飛
翔している 7羽が観察された（日本野鳥の会神奈川支部 , 
1992）。その後，相模原市や海老名市，清川村，箱根町
において，それぞれ 1回確認されている（日本野鳥の会
神奈川支部 , 2007）。いずれの記録も，首の長さが長い
こと，首の付け根に白い輪がないことから，亜種シジュ

図 1．丹沢湖の位置と主な施設（地図は国土地理院発行の 2万 5000分の１の
地形図（山北）を使用）．

表 1．1995年から 2008年までの丹沢
湖におけるシジュウカラガン（大型
亜種）の羽数の変遷状況．羽数はそ
の年に確認した最大数を記している．
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図 3．シジュウカラガン（大型亜種）の成鳥３羽とヒナ２
羽．成鳥 3羽のうち右の２羽がつがいである（2008年
6月 10日山北町玄倉にて撮影）．

図 2．丹沢湖で観察されているシジュウカラガン（大型亜種）
の成鳥個体．胸が淡い灰色で，嘴と首が長い（2007年
5月 24日山北町玄倉にて撮影）．

表 2．丹沢湖で観察されている個体と，亜種シジュウカラガン，亜種カナダガンとの形態，鳴き声の比較．丹沢湖の個体は，首
から胸にかけての模様，鳴き声が亜種カナダガンに近い．亜種シジュウカラガンおよび亜種カナダガンの形態は黒田・森岡
（1980）を，鳴き声は桐原（2000）および House（1987）を参考にまとめた．

ウカラガンとは異なる大型亜種であることが確認されて

いる（日本野鳥の会神奈川支部 , 2007）。
　神奈川県西部に位置する丹沢湖（図 1）では，1993年
5月に初めて記録され，1995年には成鳥 2羽とともにヒ
ナ 2羽を確認，繁殖が明らかになった（日本野鳥の会神
奈川支部 , 1998）。その後，ほぼ毎年，成鳥 4～ 10羽が
報告，確認されている（表 1）。ここの個体も，体の大き
さが亜種シジュウカラガンよりもふたまわりほど大きく，

首と嘴が長いこと，首の付け根に白い輪がないこと，胸

が淡い灰色であることから，亜種カナダガンまたは亜種

オオカナダガンのいずれかだと考えられる（表 2, 図 2）。
　隣接する静岡県の公園や山梨県の湖沼において，

1980年代から愛玩用に大型亜種が飼育されていた，と
いう情報が寄せられており，おそらくこれらの地域で繁

殖し増えたものが神奈川県各地へ飛来し，丹沢湖ではそ

のまま定着したと思われる。

調査について
　著者は，2004年より丹沢湖においてシジュウカラガ
ンの生態調査を続けてきた。今回，1995年，2000年，

2005年に続き4例目となる繁殖を確認したので報告する。
　なお，本報告では，野生由来の 2亜種（シジュウカラ
ガン，ヒメシジュウカラガン）と区別するため，「シジュ

ウカラガン（大型亜種）」と記すこととする。

繁殖状況
　2008年にシジュウカラガン（大型亜種）の 2つがい
の繁殖を確認した。1つがいは，営巣場所は不明で，5
月 1日にヒナ 3羽を連れた成鳥 2羽が玄倉丹沢湖ビジ
ターセンター前で確認された（山口喜盛氏 , 私信）。著
者は 5月 9日，29日にヒナ 3羽，6月 10日，27日に
はヒナ 2羽を確認した（図 3）。このつがいは，ビジター
センター周辺で観察されることが多く，湖岸やキャンプ

場，ビジターセンター前の広場で採食，休息を行い，時

折湖面へヒナと一緒に降り，1～ 10分程度泳いでいた。
つがい以外の成鳥 1～ 2羽が一緒に行動することもあっ
たが，時々親鳥から威嚇され，そのたびに 10ｍ程度離
れるものの，すぐに近寄り行動をともにしていた。

　もう 1つがいは，著者が 5月 9日に焼津ボート乗り
場ちかくのいかだ状の枡（以下いかだと称す）で抱卵
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を確認，29日も同じ場所で抱卵を続けており，巣の中
に卵が少なくとも 2個あるのを確認した。しかし，6月
10日には巣の上に親鳥の姿が見えず，卵も確認できな
かった。その後も抱卵行動は確認できなかった。

　原因は不明だが，抱卵中，釣り人が乗った手漕ぎボー

トがいかだへ近づくたびに，オスと思われる個体が，「カ

ハーンカハーン」と甲高く鳴きながら嘴を突き出すよう

に泳ぎ寄り，頭を前後に振りながらボートへ向かい威嚇

していた。また，周辺の林にはハシブトガラスが，上空

にはトビが多数認められた。おそらく，いかだが湖岸や

ボート乗り場に近かったため，何らかの人的撹乱を受け

たか，ハシブトガラスやトビにより卵を捕食されたため，

営巣を放棄したのではないかと考えられる。また，卵が

無精卵であった可能性も考えられる。

ヒナの生存状況
　当初は 3羽確認されていたヒナは，2008年 6月 10
日に 2羽，9月 12日には 1羽（山口喜盛氏 , 私信）と徐々
に減少した。著者は 10月 24日に，丹沢湖ビジターセン
ター前でヒナ1羽が成鳥2羽とともにいるのを確認した。
　2005年に確認されたヒナは，5月 5日に 3羽，5月
18日に 2羽，6月 11日には 1羽へと減少し，この残っ
た個体は，翌年 3月まで親と一緒にいるのを確認されて
いる（山口ら , 2007）。
　いずれの年も，ヒナが小さいうちにいなくなることか

ら，事故死をしたか，キツネやテン，トビなどによって

捕食され死亡したと思われる。

まとめ
　近年，千葉県や山梨県をはじめ日本各地で，丹沢湖に

生息している個体と同じ大型亜種と思われる個体が，ほ

ぼ一年を通して観察され，繁殖も確認されている。

　丹沢湖では，はじめて繁殖が確認された 1995年以降，
生息羽数の増減がみられ（表 1），他地域との往来が予
想された。

　今後，さらなる羽数の増加，それにともなう繁殖つが

い数とヒナの増加，生息地域の拡大，野生個体との交雑

が懸念される。これからの動向に注意を払うとともに，

行政区分を超えて広域的に監視体制を整え，外来生物と

して早急に対策を講じることがのぞましいと考える。
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